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【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年4月10日(2012.4.10)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉの化合物
【化１】

［式中、Ｗは
【化２】

であり、
　Ａは、２個のＮ原子を含む五員芳香族複素環であり；
　Ａは、ハロゲン、ヒドロキシ、Ｃ３～６シクロアルキル、Ｃ１～４アルキル、ハロＣ１

～４アルキル、Ｃ１～４アルコキシ、ハロＣ１～４アルコキシ、フェニル、ヒドロキシＣ

１～４アルキル、アミノＣ１～４アルキル、Ｃ１～４アルキルアミノＣ１～４アルキルお
よびジ（Ｃ１～４アルキル）アミノＣ１～４アルキルから独立して選択される１、２また
は３個の基により場合により置換されており；
　Ｒ１は、Ｘ－Ｙ－Ｒ４であり；
　Ｒ２およびＲ３は各々独立して、水素またはＣ１～６アルキルであり、またはＲ２およ
びＲ３は、これらが結合している窒素原子と一緒になって飽和の４～７員環を形成でき；
　ｎは０、１、２または３であり；
　ｎが０または１の場合、ＶはＣＨ２であり；
　ｎが２または３の場合、ＶはＣＨ２、ＯまたはＮＲ５であり；
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　ＶがＣの場合、Ｖおよび隣接する炭素環原子により形成される結合は、フェニル環、五
員芳香族複素環（Ｏ、ＮおよびＳから独立して選択される１、２または３個のヘテロ原子
を含むが、ＯまたはＳ原子は１個以下存在する。）または六員芳香族複素環（１、２また
は３個のＮ原子を含む。）に場合により縮合され、該環は１個以上のＲ１基によって場合
により置換されており；
　Ｒ５は水素であり、または隣接するＮ－Ｃ環結合と一緒になって縮合五員芳香族複素環
（１、２、３または４個の窒素原子を含み、場合により１個以上のＲ１基によって置換さ
れている。）を形成しており、
　Ｘは結合、ＯまたはＮＲ６であり；
　Ｙは（ＣＲ７Ｒ８）ａであり；
　Ｒ４は各々独立して、ハロゲン、ヒドロキシ、シアノ、Ｃ１～６アルキル、ハロＣ１～

６アルキル、ヒドロキシＣ１～６アルキル、Ｃ１～６アルコキシ、ハロＣ１～６アルコキ
シ、ヒドロキシＣ１～６アルコキシ、Ｃ３～７シクロアルキル、Ｃ３～７シクロアルキル
Ｃ１～６アルキル、ホルミル、Ｃ１～６アルキルカルボニル、カルボキシ、ＮＲ２Ｒ３、
ＣＯＮＲ２Ｒ３、Ｓ（Ｏ）ｒＮＲ２Ｒ３または環｛ここで該環は、フェニル、ナフチル、
五員芳香族複素環（Ｏ、ＮおよびＳから独立して選択される１、２、３または４個のヘテ
ロ原子を含み、ＯまたはＳのヘテロ原子は多くても１個である。）、六員芳香族複素環（
１、２または３個のＮ原子を含む。）または六員飽和環（ＯおよびＮから独立して選択さ
れる１個または２個のヘテロ原子を含む。）であり；該環は、ハロゲン、Ｃ１～６アルキ
ル、Ｃ２～６アルケニル、Ｃ２～６アルキニル、ニトロ、シアノ、Ｃ３～７シクロアルキ
ル、ヒドロキシ、Ｃ１～６アルコキシ、ハロＣ１～６アルキル、ハロＣ１～６アルコキシ
、ヒドロキシＣ１～６アルキル、ヒドロキシＣ１～６アルコキシおよびＮＲ２Ｒ３から独
立して選択される１個以上の基によって、場合により置換されている。}であり；
　Ｒ６は水素またはＣ１～６アルキルであり；
　Ｒ７およびＲ８は、独立して、水素、ヒドロキシ、ハロゲンまたはＣ１～４アルキルで
あり；
　Ｚは、非置換の、またはシアノ、ハロゲン、Ｃ１－４アルキル、ハロＣ１－４アルキル
、Ｃ１－４アルコキシ、ハロＣ１－４アルコキシ、アミノ、Ｃ１－６アルキルアミノおよ
びジ（Ｃ１－４アルキル）アミノから選択される１個または２個の置換基によって置換さ
れている、フェニル環、五員芳香族複素環（Ｏ、ＮまたはＳから独立して選択される１、
２、３または４個のヘテロ原子を含み、ＯまたはＳのヘテロ原子は多くても１個である。
）または六員芳香族複素環（１、２または３個のＮ原子を含む。）であり；
　ａは０、１、２、３または４であり；
　ｐは０、１、２または３であり；
　ｒは１または２であり；
　但し、ｐが０である場合、Ｒ５はＨではなく；ｐが１または２であり、Ｒ５がＨの場合
、少なくとも１個のＲ１基はハロゲン、ヒドロキシおよびＣ１～６アルキル以外である。
］
またはこれの医薬として許容し得る塩またはＮ－オキサイド。
【請求項２】
　Ｗが、
【化３】

［式中、Ｒ１は上記の定義通りであり；
　ｐは０、１、２または３であり；
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　ｎは０、１、２または３であり；
　ｎが０または１の場合、Ｖ１はＣＨ２であり；
　ｎが２または３の場合、Ｖ１はＣＨ２またはＯであり；
　Ｖ１がＣの場合、Ｖ１および隣接する炭素環原子により形成される結合は、フェニル環
、五員芳香族複素環（Ｏ、ＮおよびＳから独立して選択される１、２または３個のヘテロ
原子を含むが、ＯまたはＳ原子は１個以下存在する。）または六員芳香族複素環（１、２
または３個のＮ原子を含む。）に場合により縮合されており、該環は１個以上のＲ１基に
より場合により置換されており；
　Ｒ５は水素でありまたは隣接するＮ－Ｃ環結合と一緒になって、縮合五員芳香族複素環
（１、２、３または４個の窒素原子を含み、１個以上のＲ１基によって場合により置換さ
れている。）を形成しており；
　Ｒ５が水素の場合、ｔは１、２または３であり；
　Ｒ５が隣接するＮ－Ｃ環結合と一緒になって縮合環を形成する場合、ｔは０、１、２ま
たは３であり；ならびに
　個々のＲ９は独立してシアノ、ハロＣ１～６アルキル、ヒドロキシＣ１～６アルキル、
Ｃ１～６アルコキシ、ハロＣ１～６アルコキシ、ヒドロキシＣ１～６アルコキシ、Ｃ３～

７シクロアルキル、Ｃ３～７シクロアルキルＣ１～６アルキル、ホルミル、Ｃ１～６アル
キルカルボニル、カルボキシ、ＮＲ２Ｒ３、ＣＯＮＲ２Ｒ３、Ｓ（Ｏ）ｒＮＲ２Ｒ３また
は環｛ここで該環は、フェニル、ナフチル、五員芳香族複素環（Ｏ、ＮおよびＳから独立
して選択される１、２、３または４個の、ＯまたはＳは多くても１個であるヘテロ原子を
含む。）、六員芳香族複素環（１、２または３個のＮ原子を含む。）もしくは六員飽和環
（ＯおよびＮから独立して選択される１個または２個のヘテロ原子を含む。）であり、該
環は、ハロゲン、Ｃ１～６アルキル、Ｃ２～６アルケニル、Ｃ２～６アルキニル、ニトロ
、シアノ、Ｃ３～７シクロアルキル、ヒドロキシ、Ｃ１～６アルコキシ、ハロＣ１～６ア
ルキル、ハロＣ１～６アルコキシ、ヒドロキシＣ１～６アルキル、ヒドロキシＣ１～６ア
ルコキシおよびＮＲ２Ｒ３から独立して選択される、１個以上の基によって場合により置
換されている。｝である。］である、請求項１に記載の化合物、またはこれの医薬として
許容し得る塩またはＮ－オキサイド。
【請求項３】
　ＶまたはＶ１がＣであり、隣接する炭素環原子に対してＶまたはＶ１によって形成され
る結合が、フェニル、ピリジン、ピリミジン、チオフェンまたはチアゾールから選択され
る環へと縮合され、該環は、ハロゲンまたはハロＣ１～６アルキルによって場合により置
換されている、請求項１または２に記載の化合物、またはこれの医薬として許容し得る塩
またはＮ－オキサイド。
【請求項４】
　Ｘが、結合であり；
　Ｙが、結合またはＣＨ２であり；
　Ｒ４またはＲ９が各々独立して、ハロゲン、Ｃ１～６アルキル、ハロＣ１～６アルキル
、Ｃ１～６アルコキシ、または場合によりＣ１～６アルキルによって置換されているフェ
ニルもしくは五員芳香族複素環（Ｏ、ＮまたはＳから独立して選択される１、２、３また
は４個のヘテロ原子を含むが、ＯまたはＳ原子は１個以下存在する。）であり；
　Ｚが、非置換、またはシアノ、ハロゲン、Ｃ１－４アルキル、ハロＣ１－４アルキル、
Ｃ１－４アルコキシ、ハロＣ１－４アルコキシ、アミノ、Ｃ１－６アルキルアミノおよび
ジ（Ｃ１－４アルキル）アミノから選択される１個若しくは２個の置換基によって置換さ
れている、フェニルまたはピリジニルである、請求項１から３のいずれか１項に記載の化
合物、またはこれの医薬として許容し得る塩またはＮ－オキサイド。
【請求項５】
　ＶまたはＶ１がＣＨ２またはＯであり、ｎが２または３である、請求項１から４のいず
れか１項に記載の化合物、またはこれの医薬として許容し得る塩またはＮ－オキサイド。
【請求項６】
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　ｎが０、１または２である、請求項１から５のいずれか１項に記載の化合物、またはこ
れの医薬として許容し得る塩またはＮ－オキサイド。
【請求項７】
　式ＩＡの化合物
【化４】

［式中、
　ｂは０、１、２、または３であり；
　Ａは非置換の、またはメチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ヒドロキシエチル、
シクロプロピル、シクロプロピルメチル、フェニルおよびジメチルアミノエチルから独立
して選択される１個若しくは２個の基によって置換されている、イミダゾールであり；
　Ｒ１０は、ハロゲンまたはシアノであり；
　Ｗ１は
【化５】

であり、
　Ｒ１は、Ｘ－Ｙ－Ｒ４であり、ここで、
　　Ｘは結合であり、
　　Ｙは結合またはＣＨ２であり、
　　Ｒ４は各々独立して、ハロゲン、Ｃ１～６アルキル、ハロＣ１～６アルキル、Ｃ１～

６アルコキシ、または場合により非置換の若しくはＣ１～６アルキルによって置換されて
いる、フェニル若しくは五員芳香族複素環（Ｏ、ＮまたはＳから独立して選択される１、
２、３または４個のヘテロ原子を含むが、ＯまたはＳ原子は１個以下存在する。）であり
；
　ｐは０、１または２であり；
　ｎは０、１または２であり；
　ｎ１は２または３であり；
　ｎが０または１の場合、Ｖ２はＣＨ２であり；
　ｎが２の場合、Ｖ２はＣＨ２、またはＯであり；
　Ｖ３はＣまたはＮであり；
　Ｖ３がＣの場合、Ｂは非置換の、またはハロゲン、Ｃ１～６アルキル、ハロＣ１～６ア
ルキル、およびＣ１～６アルコキシから選択される１個、２個または３個の基により置換
されている、フェニル、ピリジン、ピリミジン、チオフェン、またはチアゾールであり；
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　Ｖ３がＮの場合、Ｂは非置換の、またはハロゲン、Ｃ１～６アルキル、ハロＣ１～６ア
ルキル、およびＣ１～６アルコキシから選択される１個、２個または３個の基により置換
されているイミダゾール環である。］
またはこれの医薬として許容し得る塩またはＮ－オキサイド。
【請求項８】
　Ａが、非置換の、またはメチルおよびエチルにから選択される１個の基によって置換さ
れている、イミダゾールであり；
　Ｒ４が、各々独立して、フッ素、メチル、トリフルオロメチル、メトキシ、フェニル、
または場合によりメチルおよびエチルから選択される基によって置換されているオキサジ
アゾール若しくはチアゾールである、
請求項１から７のいずれか１項に記載の化合物、またはこれの医薬として許容し得る塩ま
たはＮ－オキサイド。
【請求項９】
　ＷまたはＷ１が、ピペリジン－１－イル、２－メチルピロリジン－１－イル、ピロリジ
ン－１－イル、モルホリン－４－イル、４－トリフルオロメチルピペリジン－１－イル、
３－トリフルオロメチルピペリジン－１－イル、３－メチルピペリジン－１－イル、３，
３－ジメチルピペリジン－１－イル、４，４－ジフルオロピペリジン－１－イル、３－メ
トキシピペリジン－１－イル、３－ベンジルピペリジン－１－イル、３－フェニル－１－
ピペリジニル、３，３－ジフルオロピペリジン－１－イル、３－トリフルオロメチルピロ
リジン－１－イル、３－（トリフルオロメチル）－７，８－ジヒドロ－１，６－ナフチリ
ジン－６（５Ｈ）－イル、アゼチジン－１－イル、２－（トリフルオロメチル）－５，８
－ジヒドロピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－７（６Ｈ）－イル、２－（トリフルオロメ
チル）－６，７－ジヒドロ［１，３］チアゾロ［４，５－ｃ］ピリジン－５（４Ｈ）－イ
ル、２－（トリフルオロメチル）－５，８－ジヒドロ－１，７－ナフチリジン－７（６Ｈ
）－イル、３－（４－メチル－４Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－イル）ピペリジン
－１－イル、３－（３－エチル－１，２，４－オキサジアゾール－５－イル）ピペリジン
－１－イル、３，４－ジヒドロイソキノリン－２（１Ｈ）－イル、６，７－ジヒドロチエ
ノ［３，２－ｃ］ピリジン－５（４Ｈ）－イル、３－フェニルピロリジン－１－イル、７
－フルオロ－３，４－ジヒドロイソキノリン－２（１Ｈ）－イル、７－クロロ－３，４－
ジヒドロイソキノリン－２（１Ｈ）－イルおよび２－（トリフルオロメチル）－５，６－
ジヒドロイミダゾ［１，２－ａ］ピラジン－７（８Ｈ）－イルである、請求項１から８の
いずれか１項に記載の化合物、またはこれの医薬として許容し得る塩またはＮ－オキサイ
ド。
【請求項１０】
　請求項１から９のいずれか１項に記載の化合物またはこれの医薬として許容し得る塩も
しくはＮ－オキサイドと、医薬として許容し得る担体とを含む医薬組成物。
【請求項１１】
　治療による人体または動物体の処置方法に使用するための、請求項１から９のいずれか
１項に記載の化合物またはこれの医薬として許容し得る塩もしくはＮ－オキサイド。
【請求項１２】
　疼痛および／または炎症、うつ病または胃食道反射障害の予防および治療のための薬剤
を製造するための、請求項１から７のいずれか一項に記載の化合物またはこれの医薬とし
て許容し得る塩もしくはＮ－オキサイドの使用。
【請求項１３】
　前記疾患または状態が、関節リウマチ；変形性関節炎；術後痛；筋骨格系疼痛；外傷後
の筋骨格系疼痛；脊椎痛；筋膜疼痛症候群；頭痛；片頭痛；急性または慢性緊張性頭痛；
群発性頭痛；側頭骨顎関節痛；上顎洞痛；耳痛；会陰切開痛；やけど；一次痛覚過敏を伴
うやけど；心臓痛；筋肉痛；眼痛；口腔顔面痛；歯痛；腹痛；婦人科系の疼痛；月経困難
症に伴う疼痛；膀胱炎に伴う疼痛；陣痛；慢性の骨盤痛；慢性前立腺炎；子宮内膜症；末
梢神経疾患に伴う疼痛；神経および根の疼痛；神経絞扼および腕神経叢裂離に伴う疼痛；
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切断術に伴う疼痛；末梢性神経障害に伴う疼痛；疼痛性チック；非定型顔面痛；神経根損
傷に伴う疼痛；くも膜炎に伴う疼痛；掻痒症；血液透析による痒み；接触性皮膚炎；そう
痒状態；カプサイシン、催涙ガス、唐辛子または唐辛子スプレーに対する粘膜の露出によ
る疼痛；刺激物に対する粘膜の露出による疼痛；気管支収縮および炎症に伴う疼痛；糖尿
病性神経障害、薬物療法により誘導された神経障害；帯状疱疹後神経痛；神経因性疼痛状
態；無痛の神経障害；複合性局所疼痛症候群；癌疼痛；上皮性悪性腫瘍に伴う疼痛；中枢
神経系疼痛；脊髄または脳幹の損傷による疼痛；腰痛；坐骨神経痛および硬直性脊椎炎；
痛風；瘢痕の疼痛；過敏性腸症候群；炎症性大腸炎；膀胱排尿筋反射過敏および膀胱過敏
症；尿失禁；呼吸器系疾患；咳；慢性閉塞性灰疾患（ＣＯＰＤ）；慢性気管支炎；嚢胞性
線維症；喘息；季節性および通年性鼻炎；アレルギー性鼻炎；非アレルギー性鼻炎；鼻炎
；自己免疫疾患；免疫不全疾患および顔面紅潮である、請求項１２に記載の使用。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１４９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１４９】
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【表１】
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